北病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成２４年３月１２日　(月)　　　　司会：岩藤　良子　　　記録：滝田　ヒロ子
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	佐々木（大）
	
	
	
	
	

	深夜
	○
	公休
	準夜
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・人事考課表の提出〆切が、３月１９日（月）となっています。遅れないよう期限を守り提出して下さい。

・雪道のため、患者様の買い物や通勤の際には、歩行に充分気をつけ、注意していきましょう。

・３月２０日（火）２１日（水）第１１回院内研修がありますので、出欠表へ入力して下さい。

　場所　メンタルケア病棟４階

　時間　１７:３０～１８:３０迄

　　　　「医療品関連事故防止のために」

＜患者様連絡事項＞

・五日市　規様～本日、二戸市役所職員の方が来院し、10時30分から、４階診察室にて、認定調査を行っています。質問に対し、本人少し緊張しながら答えています。

　　　　　　　　又、本日、左肋骨部痛持続の為アスモロール2Ｐ処方となっています。

・滝澤　久江様～本日、朝食時「前歯（上）が割れて取れた」と、本人がスタッフへ歯を預けて

います。今週の金曜日歯科診察に付くスタッフへ忘れず申し送りお願いします。

又、妹様の面会時や主治医に情報提供して下さい。

・菊地　明子様～本日、シンラック液1本処方となっています。引き続き、排便状況の観察を

行っていきましょう。

・木村　義重様～本日、シンラック液2本処方となっています。引き続き、排便状況の観察を

行っていきましょう。

・大釜　万知様～外泊時、カメラ付きのゲーム機を購入してもらい持ち帰っています。そのことについて、主治医へ情報提供すると、以前にも禁止であること説明しており

　　　　　　　　本人にも確認し、了解を得て、次の外泊時まで預かる事と約束しています。

　　　　　　　　本人「新品を買ったら、たまたまカメラが付いていた」と話し、表情やや冴えず、硬さが見られますので、本人が理解しやすい言葉を用いて説明を行い、症状の変化を観察していきましょう。

・大上　なみ様～本日、義姉様がおやつと小遣い銭１万５千円を手渡すため、面会に来院しています。

　　　　　　　　本人「どうも、ありがとう」とお礼の言葉をかけ、受け取っています。

　　　　　　　　スタッフから、お兄様の様子について尋ねると「今、三戸病院へ入院中で、その後は、施設の方へ入所させたいと考えています」と義姉様が話しています。

＜週間予定＞

3／12（月）五日市　規様　認定調査　10：00～

3／12（月）看護内グループ研修（看護・介護夜勤者以外全員出席対象）

3／13（火）看護内グループ研修（看護・介護夜勤者以外全員出席対象）

3／13（火）症例検討会

3／14（水）寝具交換（毛布カバー・シーツ・枕カバー）

3／15（木）皮膚科診察

3／15（木）二軸・中間サマリー・ケアプロセス・転倒アセスメントシール〆切

3／16（金）歯科診察（滝澤様）

3／16（金）ベッドマットレス消毒

3／16（金）各担当業務評価入力

3／17（土）

3／18（日）

＜注目患者様ＮＣＰ評価＞

・倉橋　生子様～退院への支援開始に伴い、施設体験利用を通し、本人の退院意欲のなさ、不安に対する言語化能力の低さ、コーピング能力の低さなどから精神状態悪化をきたす可能性も懸念されたが、特定低患者様と交流を持ち、声高さや意怒性なく過ごす事ができています。引き続き、本人が地域で生活していくうえで、私たちが支援すべきことは何かを明確にしていきましょう。
・滝田　英人様～独語は続いています。幻聴により周囲の迷惑に伴い他者とのトラブルはないか、行動化する前に誰かに相談できるか、困りごとが起こったときに誰かに相談できるか、環境（状況）、認知（思考）気分、行動、身体は影響しあっていること、本人に特徴的な物事の考え方や捉え方の癖について説明し、確認する。本人が生活のどこに生きがいや楽しみを感じているのか、どこでストレスを感じているのか、矛盾や悪循環をきたしていないかなどを客観的にモニタリングし、具体的な生活パターンの修正や工夫について検討していきましょう。

・滝澤　久江様～先日、妹様が面会時「しばらく、来れないからね」と本人に伝えています。

11日に「妹が来る、幾子が来る」と外出の準備や窓を開けて外を見ている事があり、介入しています。幻聴に左右されている時は、バックを持ち、帽子をかぶり長靴を用意している事が多いので、行動を見極め、所在確認を密に行っていきましょう。本人がどのようなニーズをもっているか、それらを充分に吟味したうえでセルフケアへの働きかけを行うことが必要だと考えられます。

・五日市　規様～3月9日（金）準夜帯、幻聴の訴えが聞かれています。10日の準夜では、意味不明な発言聞かれ、表情の硬さや独語もあり「女は嘘をつくから」と話し、マスクを着用しています。理由について「予防のため」と返答しています。幻聴により行動化しないか、行動化する前に傾聴や不安な事を誰かに相談できているか、自身が、自分の考え方の癖やパターンについて気づきを得ることができるよう支援し、悪循環の回避や、新たな思考や行動の構築につなげることを目的にアプローチを行う。環境（状況）、認知（思考）気分、行動、身体は影響しあっていること、本人に特徴的な物事の考え方や捉え方の癖について説明し、確認する。本人が生活のどこに生きがいや楽しみを感じているのか、どこでストレスを感じているのか、身体症状との関連はあるか、矛盾や悪循環をきたしていないかなどを客観的にモニタリングし、具体的な生活パターンの修正や工夫について検討していく必要がある。

・上村　みわ様～3月10日（土）午後、いきなり廊下歩行運動を開始し、独りで長い時間歩き続けていることあり、見守っています。理由について「どの位、続けられるか、ためしてみたい」と話しています。疲れないかと声をかけると「大丈夫」と返答あり、１７時頃ようやく終了しています。幻聴に左右されていないかどうか質問すると「何もないよ」と否定しています。今後も続く事がないよう、自分の考え方の癖やパターンについて気づきを得ることができるよう支援していきましょう。

＜受け持ち患者ＮＣＰ評価・検討＞

・大上　なみ様～両下肢の浮腫は、11月、12月と2ヶ月続いて減量されています。その後も大きく変動なく経過し、飲水量（紅茶1ℓ＋お茶1P＋服薬100mℓ×4回）も守られています。買い物の時、紙パック入りのジュース類や乳製品の飲み物類は控えるよう本人と話し合い決めていますので、買い物に付き添ったスタッフは確認をお願いします。又、両下肢の筋肉を鍛える運動については、廊下歩行運動の後に（11：30～）行う事に決めています。

＜リハビリテーションプログラム内容、経過報告（2Ｗ分）＞

・体育館が未だ使用できず、臨時で行っているので、随時確認し各病棟に報告していきます。

・準備に関して、至らないところもありますが、不備があったら担当に伝えて下さい。

・3月16日（金）は、パターゴルフの日ですが、使用物品はリネン庫に準備してあります。


























































